
 

冊子テンプレート 

A4 1P（210mm × 297mm ) 
 

 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 

●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 

●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 
 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 

「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲で 

ダブルクリック）より色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1P ごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

 

理科６年 「ものの燃え方」（４月） 

より妥当な考えをつくりだすための考察の工夫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元でねらうこと  

本単元では、燃焼の仕組みについて、空気の変化に着目して、物の燃え方を多面

的に調べる活動を通して、燃焼の仕組みについて理解を図り、観察、実験などに関

する技能を身に付けるとともに、燃焼の仕組みについて追究する中で、主にそれら

の仕組みや性質、規則性及び働きについて、より妥当な考えをつくりだす力や主体

的に問題解決しようとする態度を養うことを目標としている。 

問題解決の過程において、児童の考えを大切にしながら授業を進めるとともに、

考察の場面において、観察・実験の結果と自分たちの予想や結果予想とを比較し、

合意形成を図りながら、より妥当な考えをつくり出した上で結論に結び付けたい。その過程においては、

実験方法をもう一度見直し、再度実験するなども大切である。 

本単元構想では、「ものが燃えるには、新たな空気が必要である」「火が消えてしまうのは、二酸化炭素

の量ではなく、酸素の量が減ることである」ことを、より妥当な考えをつくりだす話し合いを通して導き

出せるように工夫した。 

子どもが働かせるであろう見方・考え方 

〇量的・関係的な見方   「火が燃えるのは酸素や二酸化炭素の量が関係しているのではないかな。」 

〇質的・実体的な見方   「燃える前と燃えた後では、空気の組成が変化しているのではないかな。」 

○多面的・多角的な考え方 「ふたを取っても燃え続けるのではないかな。」 

〇比較・関係付けの考え方 「どれも酸素の量が１８％以下になると消えているね。」 

「酸素が完全になくならないのは、人間の呼吸と同じだね。」 

授業の実際 

 「ろうそくの火を燃やし続けるには、どうすればよいだろうか。」という問題を解決するために、児童

は予想を基に様々な実験方法を発想した。「酸素だけを入れる。」「たくさん穴をあける。」「上と下に穴を

あける。」などの実験を通して、考察の場面では、「上下２か所に穴をあければよい。」という意見に合意

形成していった。しかし、「穴がなくても、ふたを取っただけで燃え続けた。」というある児童のつぶやき

から、「穴の数ではないのではないか。」という意見にまとまり、それを証明する実験を再度考えた。「ふ

たがないビンでも新しい空気がどこからか入っているはず。」という意見から、児童は、線香の煙を使っ

て空気の出入りを確かめる方法を発想した。再実験の結果、穴がなく、ふたを取っただけのビンからも、

空気の出入りを確かめることができ、「ろうそくの火を燃やし続けるには、新しい空気を入れ続ければよ

い。」というより妥当な考えをつくりだすことができた。 

「ふたをすると火が消えてしまうのはどうしてだろうか。」という問題では、「酸素がなくなってしまう

から」「二酸化炭素が増えたから」という予想が大半であった。そこで酸素と二酸化炭素の割合を変えな

がらろうそくを燃焼させる実験をした。その結果から酸素が１６～１８％であれば、二酸化炭素の量が何

パーセントであろうが消えてしまうという共通点に気付き、「ふたをすると火が消えてしまうのは、酸素

濃度が減少するからである。」というより妥当な考えをつくりだすことができた。 (H30 藤井 宏) 
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ゲームや体験をとおして「ものが燃えるためにはどんなことが必要かな」 

単元を貫く問い 子どもの素朴な問い 毎時をつなぐ問い 

  

 

 

 
 

 
 

ふたをすると火が消えてしまうのは 

酸素の量が減るからである。 

① ペットボトルとろうそくで

簡易ランプを作りたい 

燃やし続ける工夫 

簡易ランプ作り 

条件制御 

関係づけ 

比較 

関係づけ 

共通体験・ゲーム 

何度やっても消えてしまう 

ふたを開ければ大丈夫だよ。 

②上を開けてろうそくが燃

えるか共通体験する 

あれ？ 消えた！ 

どうして火は消えてしま

ったの？ 

ろうそくを燃やし続けるにはどうすればいいのかな？ 

ものが燃えるには何が必要なの？ 

予想 

実験・結果 

考察 

結論 

ろうそくの火を燃やし続けるには、どうすればよいだろうか 問題設定 

穴をあければよい？ 

酸素を入れ続ければ

いい？ 
線香の煙で空気の流れを考

えて実験しよう 

ろうそくを燃やし続けるには、新しい空気を入れ続ければよい 

予想 

実験・結果 

考察 

結論 

問題設定 ふたをすると火が消えてしまうのはどうしてだろうか？ 

 

燃えるとは？ 

酸素がなくなってしまう？ Co²が増える？ 

気体検知管  

Co2 チェッカー 

妥当な考え

単元構想図 ６年「ものの燃え方」（総時数８時間） 


